
説明用資料４

令和５年度第２回都市計画審議会（R5.11.13）

その他案件(１)

大和都市計画区域区分の変更(市街化編入)について
(事前説明)

＜学研北生駒駅北地区＞



学研北生駒駅北地区まちづくり事業について
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平成２７年１月
「学研北生駒駅中心地区まちづくり構想」作成

平成２７年度～
学研北生駒駅北側市街化調整区域の土地利用に
ついての意見交換、意向調査など

平成３０年度～令和元年度
まちづくり基本構想図の検討

令和２年７月
学研北生駒駅北地区まちづくり協議会設立
まちづくり基本構想図作成

令和２年11月
令和２年度第２回生駒市都市計画審議会
学研北生駒駅中心地区のまちづくりの状況に
ついて（報告）

令和3年～
事業区域の設定に向けた地権者ヒアリング

学研北生駒駅北地区まちづくりのこれまでの経緯

学研北生駒駅北地区

学研北生駒駅
中心地区

学研北生駒駅
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学研北生駒駅北地区基本構想図(令和２年７月)
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＜基本方針イメージ＞

学研北生駒駅北地区まちづくり基本方針(令和3年７月)

①学研都市の玄関口・北部地域の拠点に求められる都市機能の導入と周辺地域との一体的なまちづくり

②交通ネットワーク形成と人にやさしいウォーカブルなまちづくり

③周辺地域の自然環境・歴史文化と調和したまちづくり

④次世代につながる環境にやさしい低炭素化・スマートシティを目指したまちづくり

⑤住まいの循環サイクルの構築による住み続けられるまちづくり
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学研北生駒駅北地区基本計画図（案） 令和５年11月時点
至 市道真弓芝線へ
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学研北生駒駅北地区まちづくりスケジュール（予定）

R5 R6 R7 R8

まちづくり事業

地 権 者 組 織 等

計 画 等

都市計画（変更）
決定手続き

市 街 化 編 入（県決定）

用 途 地 域（市決定）
高 度 地 区（市決定）
防 火 地 域（市決定）
地 区 計 画（市決定）
区画整理事業（市決定）
都市計画道路（市決定）

準備組合
設立準備 組合設立準備

業務代行予定者 業務代行者

事業計画
工
事

換地設計準備
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学研高山地区第２工区のまちづくりについて
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将来都市構造図

＜産業・学術研究拠点＞

・産業振興と雇用の創出につながる産業機能や高度な
学術・研究・業務機能の集積に加え、持続的な技術革新
を牽引する居住実験都市の実現、イノベーション中枢機
能の構築など、次世代を見据えた拠点形成を図ります。

＜多機能複合市街地＞

・けいはんな学研都市の一層の拠点機能の強化に向け、
周辺の自然環境との調和に留意しつつ、基礎研究から
研究開発、生産に至る各産業施設の立地など、イノベー
ション創出の基盤となる都市の多様性と機能連携を高
める複合的都市機能の整備を図ります。

学研北生駒駅圏域

生駒市都市計画マスタープランにおける「学研高山地区第２工区」の位置づけ
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学研高山地区第２工区まちづくりの取組み状況

令和４年度
６月

『学研高山地区第２工区マスタープラン策定』
まちづくりに向けた基本的な考え方

時代のニーズに柔軟に対応 順応・段階的に形成していくまちづくり

１１月 学研高山地区第２工区事業推進会議
構成員 学識者、学研推進機構、都市再生機構、県、市、国(オブザーバー)

地権者の会役員会 『先行個別地区の設定』

令和５年度
５月

南エリアまちづくり協議会設立総会 １０９／１３４（８１．３％参加意向表明）
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Ｃ

●奈良先端科学技術
大学院大学

学研高山地区南エリア

●奈良先端科学技術
大学院大学

工区割りイメージ図 先行個別地区
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機能別土地利用面積の目安土地利用方針図

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然型産業機能 約85ha

都市型産業機能 約173ha

住機能 約30ha

都市機能
（商業・業務等）

自然型産業機能及び
都市型産業機能の用地内に含む。

都市基盤
（道路・公園・緑地等）

道路や緑地・公園についてはそれぞ
れの機能別土地利用用地内に含み、
関係法令等に基づき整備するものと
します。

合計 約288ha

学研高山地区第２工区マスタープラン(令和４年６月策定)

「住宅を中心とした土地利用」から

「産業施設等を中心とした土地利用」に転換

計画人口 2万3千人から５千人に変更

骨格道路(都市計画道路)の法線案

高山東西線

高
山
南
北
線

学研都市連絡道(国道１６３号バイパス)
にアクセスできる都市計画道路への変更

学研北生駒駅

補完ルート

市道 真弓芝線

※各機能の位置は事業進捗に合わせ柔軟に対応する。
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現行の都市計画道路

 

都市計画の内容 
決定 
権者 告示日 

区域区分 市街化区域 奈良県 

平 

成 

12 

年 

11 

月 

10 

日 

市街地 

開発事業 
土地区画整理事業 奈良県 

促進区域 土地区画整理促進区域 生駒市 

地域地区 

第一種低層住居専用地域 

（容積率60％、建ぺい率

40％、外壁後退1.5ｍ） 

奈良県 

生産緑地地区 生駒市 

都市施設 

高山南北線 

（４車線・幅員29ｍ） 

駅前広場 

（A＝約8,950㎡） 

奈良県 

平 

成 

14 

年 

8 

月 

30 

日 

高山東西線 

（２車線・幅員22ｍ） 
生駒市 

高山北廻り線 

（２車線・幅員18ｍ） 
奈良県 

 

都市計画の内容 
決定 
権者 告示日 

区域区分 市街化区域 奈良県 

平 

成 

12 

年 

11 

月 

10 

日 

市街地 

開発事業 
土地区画整理事業 奈良県 

促進区域 土地区画整理促進区域 生駒市 

地域地区 

第一種低層住居専用地域 

（容積率60％、建ぺい率

40％、外壁後退1.5ｍ） 

奈良県 

生産緑地地区 生駒市 

都市施設 

高山南北線 

（４車線・幅員29ｍ） 

駅前広場 

（A＝約8,950㎡） 

奈良県 

平 

成 

14 

年 

8 

月 

30 

日 

高山東西線 

（２車線・幅員22ｍ） 
生駒市 

高山北廻り線 

（２車線・幅員18ｍ） 
奈良県 

高山東西線

高
山
南
北
線

学研北生駒駅

補完ルート

市道 真弓芝線

学研高山地区第２工区マスタープラン

補完ルート

既存の芝庄田線から学研北生駒駅へは、真弓芝線や奈良阪
南田原線の交通渋滞の緩和に向け、学研北生駒駅周辺のまち
づくりと連携し、補完ルートにより駅北側へ接続します。

市道 奈良阪南田原線

高
山
南
北
線

高山東西線

学研北生駒駅



大和都市計画区域区分の変更(市街化編入)について
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市街化編入の基本的な考え方

• 経済活性化、暮らしの向上等につながる市町村のまちづくり計画に即した良
好な計画について、工業･流通業務適地や商業･サービス業務適地を中心に市
街化への編入を検討する。

• 今後の人口減少の見込み及び現市街化区域内の未利用地の存在を踏まえ、住宅
用地を目的とした市街化編入は、駅周辺等で市町村のまちづくり方針と整合した
良好な計画等を除き、原則として行わない。

• 災害のおそれのある地域については、原則として市街化区域へ編入しない。

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針【奈良県】

市街化編入の前提条件

• 地域住民等地元との十分協議した「まちづくり」の計画を策定すること。
• 地区計画として都市計画決定することにより、その実現性を担保すること。
• 「まちづくり」の計画は、都市計画マスタープラン等に記載されていること。
• 土地区画整理事業を行う予定であり、準備組合が設立されているなど、土地利

用の確実性があること。
• 各関係機関との調整を了していること。
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当該区域は、本市北部地域の

地域拠点である学研北生駒駅北

側に隣接し、組合施行による土

地区画整理事業が予定されてい

る区域を含む区域である。

位 置 ･ 区 域

14

位置図

対象区域

学研北生駒駅



将来都市構造図

生駒市都市計画マスタープラン

＜地域拠点の形成＞

・南北に細長い本市の特徴を考慮し、住民の利便性を
高めるため、都市拠点に準ずる都市機能を備えた拠点
として、地域拠点を設定します。

・学研北生駒駅周辺地域を北部地域の地域拠点に、南
生駒駅周辺地域を南部地域の地域拠点にそれぞれ位
置付けます。

・地域拠点においては、地域の顔となり身近な生活や交
流を支援する機能が集約された拠点形成を図ります。

都市空間像

視点１ 市街地環境の維持と適正な土地利用の誘導

視点２ 拠点の形成と連携・アクセスの充実

＜市街化を促進する範囲＞

・「市街地ゾーン」に位置する利便性の高い駅周辺につ
いては、「市街化を促進する範囲」と位置づけ、適正な
土地利用計画に基づき市街化を促進します。
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生駒市都市計画マスタープラン（学研北生駒駅圏域）

16

･土地の高度・有効利用による交流と賑わいあふ
れる質の高い都市空間の形成と都市機能の充実・
維持
・ライフステージの変化や新しい生活様式を見据
えた生活利便機能等の集積・誘導

・駅周辺においては、住み慣れた地域で住み続
けることのできる「住まいの循環サイクルの構築」
と「拠点の形成」を図る。

圏域の基本的な考え方（抜粋）

土地利用方針

市街地ゾーン／商業・業務地

対象区域

学研北生駒駅 奈良先端科学技術大学院大学



持続的な成長を生む都市（産業）
中心市街地の再構築と地域拠点の都市基盤整備

次世代に住みつがれる都市（住宅・住環境）

自分らしい住まい方と持続可能な都市を両立する住環境の形成

都市づくりの方針（抜粋）
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生駒市都市計画マスタープランにおける考え方

住み替え･転入･定住促進

・都市計画制度を活用した土地利用誘導（用途地域・地区計画等）による
住み替え･転入･定住促進

拠点ごとの特性に応じた機能の充実･強化

・学研北生駒駅中心地区の土地区画整理事業の推進



本市北部地域の地域拠点としての都市機能や学研高山

地区の玄関口としての都市機能を備えた良好な市街地整

備を図るため、区域区分の見直しの申出を行うものである。

なお、当該区域においては、都市計画マスタープラン

において市街化を促進する範囲として位置付けられてい

る。

18

区域区分の変更理由
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市街化区域に編入する箇所（約6.3ｈａ）

(仮称)学研北生駒駅北地区事業計画区域

対象区域 市街化編入予定区域図

航空写真（令和２年撮影）

市街化区域に編入する箇所（約6.3ｈａ）

用途地域図



時 期 内 容

令和５年
11月13日 市 都市計画審議会（事前説明）

奈良県へ案の申し出

令和６年 公聴会、案の公告・縦覧（奈良県）

令和７年

市 都市計画審議会（意見聴取）

県 都市計画審議会（諮問）

国への本協議（奈良県）

春頃 都市計画決定・変更

大和都市計画区域区分見直し(案) 県決定

20



時 期 市街化編入（県決定）
用途地域・高度地区・防火地域
地区計画・都市計画道路(市決定)
区画整理事業(市決定)

令和５年 11月13日 都市計画審議会(事前説明)
都市計画原案の作成

奈良県へ案の申し出

令和６年 春頃 ↓ 都市計画審議会(事前説明)

原案の閲覧・公聴会 ←

↓ 奈良県との事前協議

案の公告・縦覧 ←

令和７年 都市計画審議会(意見聴取) 都市計画審議会(諮問)

県 都市計画審議会(諮問) ↓

↓ 奈良県との本協議

春頃 都市計画(変更)決定 都市計画(変更)決定

21

用途地域・高度地区等関連都市計画(変更)決定のスケジュール(案)
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①都市計画道路、②用途地域、③地区計画、
④土地区画整理事業

＜参考＞

現時点における関連都市計画の各変更等の素案

※令和６年春頃開催の都市計画審議会にて事前説明
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①都市計画道路(現行)
現行の都市計画道路

学研高山地区第２工区
当初計画は・・・「住宅を中心とした土地利用」

計画人口2万3千人

 

都市計画の内容 
決定 
権者 告示日 

区域区分 市街化区域 奈良県 

平 

成 

12 

年 

11 

月 

10 

日 

市街地 

開発事業 
土地区画整理事業 奈良県 

促進区域 土地区画整理促進区域 生駒市 

地域地区 

第一種低層住居専用地域 

（容積率60％、建ぺい率

40％、外壁後退1.5ｍ） 

奈良県 

生産緑地地区 生駒市 

都市施設 

高山南北線 

（４車線・幅員29ｍ） 

駅前広場 

（A＝約8,950㎡） 

奈良県 

平 

成 

14 

年 

8 

月 

30 

日 

高山東西線 

（２車線・幅員22ｍ） 
生駒市 

高山北廻り線 

（２車線・幅員18ｍ） 
奈良県 

 

都市計画の内容 
決定 
権者 告示日 

区域区分 市街化区域 奈良県 

平 

成 

12 

年 

11 

月 

10 

日 

市街地 

開発事業 
土地区画整理事業 奈良県 

促進区域 土地区画整理促進区域 生駒市 

地域地区 

第一種低層住居専用地域 

（容積率60％、建ぺい率

40％、外壁後退1.5ｍ） 

奈良県 

生産緑地地区 生駒市 

都市施設 

高山南北線 

（４車線・幅員29ｍ） 

駅前広場 

（A＝約8,950㎡） 

奈良県 

平 

成 

14 

年 

8 

月 

30 

日 

高山東西線 

（２車線・幅員22ｍ） 
生駒市 

高山北廻り線 

（２車線・幅員18ｍ） 
奈良県 

学研高山地区第２工区 現行：駅への導線を重視した都市計画道路(駅前広場)
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①都市計画道路

現 在 変更素案

(都)高山南北線 幅員 29ｍ 駅前広場 約8,950㎡ 幹線道路 幅員 15ｍ 駅前広場 約2,750㎡
補助幹線道路 幅員 12m

至 市道真弓芝線へ

駅前広場
駅前広場

(都)駅 西 線 幅員 16ｍ

至 学研高山地区へ
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現 在

市街化調整区域

近隣商業地域

第 １ 種 低 層
住居専用地域

第２種中高層
住居専用地域

80
200

40
60

1.5m・10m

60
200

②用途地域
変更素案

第 １ 種 低 層
住居専用地域

40
60

1.5m・10m

近隣商業地域

80
200

第１種住居地域

60
200

商業地域

80
400

近隣商業地域

80
200

第２種中高層
住居専用地域 60

200
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■区域の整備・開発及び保全に関する方針

都市計画マスタープラン及び当地区のまちづくり基本方針に準拠

①
都市計画道路
高山富雄小泉
線沿道地区

②
学研北生駒
駅前地区

③
北大和地区

④
学研北生駒駅
北地区

建築物等に関する事項

用途の制限 〇 〇 〇 〇

敷地面積の最低限度 〇 〇 〇 〇

壁面の位置の制限 〇 〇 〇 〇

形態又は意匠の制限 〇 〇 〇

かき又はさくの構造の制限 〇

土地の利用に関する事項

緑地帯の保全に関する制限 〇 〇 〇

③地区計画

■地区整備計画

①

②

③④

変更素案
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名 称 学研北生駒駅北地区土地区画整理事業

面 積 約6.0ha

公共施設の配置

道 路

幹線道路については、別に都市計画において定める。

公園及び緑地

地区面積の３％以上の公園を確保する。
また、地区の地形状況等を勘案し緑地を適宜配置する。

その他の公共施設

治水施設の整備を行うとともに、下水道事業計画に基
づき下水道の整備を図る。

宅地の整備

周辺地域との調和を図りながら、生活利便施設等の都
市機能集積のための商業・業務施設用地及び良好な
住環境を有する住宅地の整備を図る。

④土地区画整理事業

土地区画整理事業区域

変更素案


